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中小企業金融円滑化法が3月31日(日)で終了しました

金融をはじめ経営対策を強めよう！

4月2日(火)東春信用金庫本店で懇談、「今までどおりの対応で変わりません」と回答

「円滑化法終了・全国6万社倒産も」（4/2付中日新聞）

4/2 付の中日新聞で上記見出しの他、「金融円滑化法 先月で終了

中小経営「病み上がり」」などの見出しで、「中小企業金融円滑化法」

の終了についての報道がされています。

中小企業金融円滑化法は 2008 年秋のリーマンショック後、中小

企業の資金繰りを支えるために 2009年 12月に施行されたもので、

中小業者が借金の返済猶予や条件変更、金利の減免を申し出た際に、

要望に応えるように金融機関に努力義務を課したものです。当初、

2011 年 3 月までの時限立法でしたが、延長されて今回終了になっ

たものです。

民商･全商連では「新たな貸し剥がしにつながる」と法律の延長

をもとめてきました。また、法律の終了後も引き続いて金融機関が、

中小業者の経営存続のための支援を続けることもあわせてもとめて

きました。

4/2 東春信用金庫と懇談

その一環として、小牧市に本店があり、春日井市内にも多くの支

店がある東春信用金庫本店に懇談を申し入れ、4 月 2 日(火)午後、

右の要望書にもとづいて懇談を行いました。

東春信用金庫からは地元支援部副部長の森島さん、審査部副部長の前田さん、市之久田支店長の中齋さんが参

加。民商からは小牧民商の五十君副会長・岡村事務局長、春日井民商森山会長･星野事務局長が参加しました。

懇談の中で森島副部長から「円滑化法が終了しても今までどおり条件変更等には真摯に応えていく」との回答

がありました。

民商側からは、この間の東春信用金庫諸支店での「制度融資を受ける際にカードローンの契約もさせられた」

「12月に申し入れた条件変更を 2ヶ月も放置された」などの事例を説明しました。このような問題については「本

部としては報告を受けていない」「しっかりと対応するように指導したい」との回答をもらい懇談を終了しまし

た。

現実には「貸し剥がし」は増加する？！

銀行協会なども文書を出して、「円滑化法の終了後も変わらない対応」を表明していますが、現実には顧客を

「ふるい分け」するような事案も出てきています。残念ながら金融機関からの支援を打ち切られる事業所が増加

することは容易に想像できます。

条件変更等で金融機関の対応がおかしいなと思ったら、すぐに最寄りの役員または事務所までお知らせ下さい。
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商工新聞読者は増勢で新年度を迎えることができました。ご協力ありがとうございいました。
大きな春日井民商を作って新年度を迎えようとご協力をお願いしてきましたが、商工新聞読者と青年部は前

年度現勢をこえて新年度を迎えることができました。（残念ながら会員、共済、婦人部は若干後退しました）ご

協力に感謝します。引き続き大きな春日井民商を作り要求実現の力とするためにご協力をお願いします。

拡大推進委員長 小松武彦

毎月15日までの会費集金にご協力をお願いします 会計 山崎孝亀


